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１ 図-1 愛知県におけるガ

イドライン等の全体構成 

 

 

 

 

 

3 2-2 電子納品の流れ 

留意事項 

電子メールで文書をやり取りする際、添付ファイルの容

量が 2.8MB を超えるものは、CD-R 等の電子媒体を使用して

情報交換を行う。 

電子メールで文書をやり取りする際、添付ファイルの容

量が5.0MBを超えるものは、データの分割又はCD-R等の電

子媒体を使用して情報交換を行う。 
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4 2-3 電子納品に関する要

領・基準 

表－２ 
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5 2-4 実施計画 愛知県では、愛知県 CALS/EC アクションプログラムにお
いて、具体的な行動計画を定めている。 
電子納品については、平成16年度から順次実証実験を開

始し、調査設計業務では平成19年度からの完全実施、工事
では平成18年度から工事写真について全面実施している。
今後は、対象業務・工事の結果を受け、必要に応じて見

直しを行うこととしている。 
電子納品の実施計画は、愛知県の CALS/EC ホームページ

（ http://www.pref.aichi.jp/kensetsu-kikaku/cals/nouh
in/index.html）等で公表するものとする。 
 

削除 

6 第３章 電子納品におけ

る共通事項 

3-1 電子納品の適用範

囲 

 

 
－記述なし－ 
 
 
 
 
 
 
 

 

・報告書についての留意事項 

3)PDF ファイルの1 ファイル当たり容量は10MB 程度まで

とし、これを超える場合は文章の構造単位(章ごと、節ごと)

で分割する。 
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7 表－４ 電子納品の対象

範囲（工事施行） 

旧（平成24年 3月版） 

電子納品対象物 ファイル形式 
対象

範囲 
適用する要領・基準(案)名 

施行段階

作成書類 

工事打合わせ簿 オリジナル × 

国土交通省 工事完成図書の電子納品等要領 

農林水産省 工事完成図書の電子納品要領(案) 

施行計画書 オリジナル × 

工事履行報告書 オリジナル × 

段階確認書 オリジナル × 

完成図面 ＳＸＦ(ｓｆｃ) △ 

国土交通省 CAD製図基準(案) 

国土交通省 建築CAD図面作成要領(案) 

農林水産省 電子化図面データの作成要領(案) 

写真帳 ＪＰＥＧ ○ 愛知県デジタル写真管理情報基準(案) 
 

新（平成28年 3月版） 

電子納品対象物 ファイル形式 
対象

範囲 
適用する要領・基準(案)名 

施行段階

作成書類 

工事打合わせ簿 オリジナル*1 × 

国土交通省 工事完成図書の電子納品等要領 

農林水産省 工事完成図書の電子納品要領(案) 

施行計画書 オリジナル × 

工事履行報告書 オリジナル × 

段階確認書 オリジナル × 

品質・出来形管

理資料（出来形

図は除く） 

オリジナル × 

出来形図 

及び完成図*2 
ＳＸＦ(ｓｆｃ)＊3 ○ 

国土交通省 CAD製図基準(案) 

国土交通省 建築CAD図面作成要領(案) 

農林水産省 電子化図面データの作成要領(案) 

写真帳 ＪＰＥＧ ○ 愛知県デジタル写真管理情報基準(案) 
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7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 電子納品におけ

る共通事項 

3-1 電子納品の適用範

囲 

表－４ 電子納品の対象

範囲（工事施行） 

・凡例 

 ○：電子納品対象 

 △：オリジナル※１データがある場合、電子納品の対象とする。

×：電子納品対象外（紙による納品） 

・図面についての留意事項（Ｐ１５ページも参照すること。）

1)発注図面が紙図面の場合は、完成図面の電子納品は必要とし

ない。 

2)いずれの場合も完成図面をSXF形式で作成することを妨げる

ものではない。 

・凡例 

 ○：電子納品対象*1 

 ×：電子納品対象外（紙による納品） 

・図面についての留意事項（Ｐ１５ページも参照すること。） 

1)ラスタデータとして背景に取り込んだ図面の電子納品は、ラ

スタデータについての留意事項に従い、電子納品を行うものと

する。 

2)上記によりがたい場合は、監督員と協議の上、PDF 形式とし

て電子納品とすることができる。 

注釈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 【オリジナル】 

工事施工の過程で作成された各アプリケーションのオリジナル

ファイル形式（紙をスキャニングして電子化したものではない）。

※2 【SXF(sfc)】 

国土交通省及び農林水産省では、CAD データ交換フォーマット

は原則としてSXF（P21 形式：ISO 国際標準準拠）と定められて

いるが、愛知県では、原則としてファイルサイズの小さいSXF(sfc

形式)とする。 

※3 【XDW形式】 

ゼロックス社の「DocuWorks」のファイル形式。閲覧ソフト

が無償配布されている。 

※1【オリジナル】 

工事施工の過程で作成された各アプリケーションのオリジナル

ファイル形式（紙をスキャニングして電子化したものではない） 

※2【完成図】 

工事完成図等は特記仕様書に「電子納品提出」と義務付けられ

た場合のみ対象とする。 

※3 【SXF(sfc)】 

国土交通省及び農林水産省では、CAD データ交換フォーマット

は原則としてSXF（P21形式：ISO国際標準準拠）と定められて

いるが、愛知県では、原則としてファイルサイズの小さいSXF(sfc

形式)とする。 

特記 【XDW形式】 

ゼロックス社の「DocuWorks」のファイル形式。閲覧ソフト

が無償配布されている。 
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8 3-2 フォルダ構成 

図-3 設計業務等のフォル

ダ構成 
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9 図－４ 工事完成図書の

フォルダ構成 

(注１)農地の場合は、INDE_C04.DTD 

(注２)発注図面がＣＡＤ図面でない工事は、    線枠内のフォル

ダを作成しなくてもよい。 

 

 

 

 

 

(注１)農地の場合は、INDE_C04.DTD 

(注２)ラスタファイルを保存する場合は、取り込んだ図面番号と同番

号を付け、その後にラスタファイル番号1～9を付ける。 

（注３）ｊｐｇデータを保存する場合は、取り込んだ図面番号と同番

号をつけ、その後にｊｐｇファイル番号A～Zを付ける。 
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12 3-4 工事における図等の

作成と図面データ提供に

ついて 

 

 

 －記述なし－ 

1)図面の作成 

(1)発注者作成 

①旗上げ、ハッチング、暫定断面の補助線を用い、図面に

施工箇所を明示する。 

②ＣＡＤで図面を作成する場合は、国土交通省ＣＡＤ製図

基準（案）または農林水産省電子化図面データの作成要領

（案）に準拠して作成を行う。ただし、以下の内容で図面

を作成することも可とする。 

レイヤ名 線種 線色 線の太さ 

C-WORK 実線 指定なし 細線（0.13）

備考 1．レイヤ名は半角文字 

2．ハッチングの間隔は、任意とする。 

3．線の太さは、印刷時の状態で受発注者間の協議に

より変更も可とする。 

    4.ｎは変更回数（当初作成時は記載しない）を記載す

る。 

(2)施工業者作成 

①施工図、承認図等を作成する場合は、表-2に示すガイド

ライン（案）及び要領・基準（案）を準拠することとする。 

＊ただし、これによりがたい場合は、監督員と協議により

変更することも可とする。 

②出来形図を作成する場合は、以下のとおりとする。 

レイヤ名 線種 線色 線の太さ 

C-WORK 実線 指定なし 細線（0.13）

備考 1)発注図面、変更図面と同様 
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13 2)発注図等の作成 －記述なし－ 2)発注図等の提供
工事におけるデータの流れは、国土交通省「CAD 製図基準
に関する運用ガイドライン(案)」第3 編土木工事編及び農
林水産省「電子化図面データ作成運用ガイドライン（案）」
第３編工事編(以下「CAD ガイドライン」という。)による
こととし、その取扱いについて以下に示す。 
(1)当初契約時におけるデータ提供 
・発注者は、CAD ガイドライン「発注までの手順」に従い、
設計成果品図面から発注図を作成し、工事管理ファイル・
図面管理ファイル・特記仕様書等データを加え、基準チェッ
クを行ったうえで、電子媒体に格納して受注者に提供する。 
・発注者は、設計成果品の業務管理ファイル(INDEX_D.XML)
を元に工事管理ファイル(INDEX_C.XML)を作成する。このと
き工事管理項目には、発注年度、工事番号、工事名称、工
期、工事内容を入力する。 
・発注者は、設計成果品の図面管理ファイル(DRAWING.XML)
を元に図面管理ファイル(DRAWINGS.XML)を作成する。 
・発注図のファイル名、図面管理項目の図面ファイル名を
付け替える。 
(ライフサイクルをD からC、図面番号を再配番、改訂履歴
をZ から0) 
・特記仕様書等データをSPEC サブフォルダに格納する。 
(2)変更契約時におけるデータ提供 
・発注者は、変更契約時に変更の無い図面を含めた変更契
約図面一式(廃棄図面は付けない)を、当初契約時と同様の
方法で受注者に提供する。 
(3)．PDF 形式のサイズについて 
・PDF ファイルの1 ファイル当たり容量は10MB 程度まで
とし、これを超える場合は文章の構造単位(章ごと、節ごと)
で分割する。 
・報告書オリジナルファイルには画像データ等の外部参照
機能(リンク貼り付け)を用いない。また、PDF ファイルは
基本的にA4 縦とするが、A4 横及びA3 横サイズの原稿が
ある場合はそのまま変換してよい。 
・スキャニング及びイメージからPDF ファイルを作成する
場合は、出力時に原稿データと同程度の精度を確保される
よう配慮すること。 
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3-5 電子成果品のチェッ

ク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3-3 電子成果品のチェック 

 (1) 電子納品チェックシステムによるチェック 
受注者は、電子成果品のフォルダ構成・名称、ファ

イル名称等が各電子納品要領(案)等に従って作成され
ていることを確認する。確認には、国土交通省の電子
納品チェックシステム※1を用いるものとする。チェッ
クの結果、エラーが発生する場合は、その原因を確認
し、可能な限り、エラーの無い状態で納品する。特に、
国土交通省の運用と一部異なるため、ファイルの有無、
名称については、エラー表示が想定される。このよう
な場合は、エラー表示を無視してもよい。無視できる
エラーメッセージ例として、「［適用要領基準］ 
は、平成○○年度○月版の適用においては「○○」を
記入しなければなりません。」、「○○ファイルが存在
しません。」がある。その他のエラー項目の対処につ
いては、国土交通省国土技術政策総合研究所のWebページ
「電子納品チェックシステム」
（http://www.cals-ed.go.jp/index_dl.htm）にある「利
用マニュアル（土木）」「利用マニュアル（電通）」「利用
マニュアル（機械）」を参照する。 
なお、原因がわからない場合は、愛知県のCALS/ECホー

ムページを閲覧するなどの方法により、解決を図るもの
とする。
（http://www.pref.aichi.jp/kensetsu-kikaku/cals/in
dex.html） 
監督員は、受注者から電子媒体を受領後、「電子納品活

用システム」※2（又は国土交通省の電子納品チェックシ
ステム）により、チェックを行うものとする。チェック
を行った結果、エラーがある場合は、受注者にその原因
を確認し、不具合があればチェックリスト及び電子成果
品の再提出を求める。 
 
 
 
 
 

3-5 電子成果品のチェック 
(1) 電子納品チェックシステムによるチェック 
受注者は、電子成果品のフォルダ構成・名称、ファイル
名称等が各電子納品要領(案)等に従って作成されている
ことを確認する。確認には、国土交通省又は農林水産省
の電子納品チェックシステム※1を用いるものとする。
チェックの結果、エラーが発生する場合は、その原因を
確認し、可能な限り、エラーの無い状態で納品する。特
に、愛知県の電子納品システムは国が定める運用と一部
異なるため、ファイルの有無、名称については、エラー
表示が想定される。このような場合は、エラー表示を無
視してもよい。無視できるエラーメッセージ例として、
「［適用要領基準］は、平成○○年度○月版の適用にお
いては「○○」を記入しなければなりません。」、「○○
ファイルが存在しません。」がある。その他のエラー項
目の対処については、国土交通省国土技術政策総合研究所
のWebページ「電子納品チェックシステム」
（http://www.cals-ed.go.jp/ed_what/）にある「利用マニュ
アル（土木）」「利用マニュアル（電通）」「利用マニュアル
（機械）」又は農林水産省農業農村整備事業版Webページ「電
子納品チェックシステム」
（http://www.maff.go.jp/j/nousin/seko/nouhin_youryou
/densi.html）を参照する。 
なお、原因がわからない場合は、愛知県のCALS/ECホームペー
ジを閲覧するなどの方法により、解決を図るものとする。
（http://www.pref.aichi.jp/kensetsu-kikaku/） 
監督員は、受注者から電子媒体を受領後、「電子納品活用シ
ステム」※2（又は国土交通省又は農林水産省の電子納品
チェックシステム）により、チェックを行うものとする。
チェックを行った結果、エラーがある場合は、受注者にそ
の原因を確認し、不具合があればチェックリスト及び電子
成果品の再提出を求める。 
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14 (3)図面のチェック（目視） (3) 図面のチェック（目視） 

受注者は、SXF(sfc)形式で納品する図面を、事前に SXF

ブラウザ※3又は SXF 表示機能及び確認機能要件書(案)（平

成 21 年 3 月）に従い開発されたソフトウェアを用いて目

視により確認すること。 

また、すべての図面について「CAD 製図基準（案）」に

適合しているか確認すること。なお、CADデータのチェック

内容の詳細については、「CADガイドライン」を参照するこ

と。 

ｱ）作図されている内容（データ欠落・文字化け等） 

ｲ）適切なレイヤに作図（レイヤの内容確認） 

ｳ）紙図面との整合（印刷時の見え方とデータとの同一性確

認） 

ｴ）図面の大きさ（設定確認） 

ｵ）図面の正位（設定確認）ｶ）輪郭線の余白（設定確認）ｷ）

表題欄（記載事項等内容確認） 

ｸ）尺度（共通仕様書に示す縮尺）ｹ）色 ｺ）線 ｻ）文字 

また、監督員は、SXF(sfc)形式で納品された図面を、「電

子納品活用システム」※2又は SXF ブラウザ※3を用いて目視

により確認すること。 

 

(3) 図面のチェック（目視） 

受注者は、SXF(sfc)形式で納品する図面を、事前にSXF 表

示機能及び確認機能要件書(案)（平成21 年 3 月）に従い

開発されたソフトウェアを用いて目視により確認すること。 

また、すべての図面について「国土交通省CAD 製図基準（案）

又は建築CAD図面作成要領（案）、電子化図面データの作成

要領（案）」に適合しているか確認すること。なお、CADデー

タのチェック内容の詳細については、「CADガイドライン」

を参照すること。 

ｱ）作図されている内容（データ欠落・文字化け等） 

ｲ）適切なレイヤに作図（レイヤの内容確認） 

ｳ）紙図面との整合（印刷時の見え方とデータとの同一性確

認） 

ｴ）図面の大きさ（設定確認） 

ｵ）図面の正位（設定確認）ｶ）輪郭線の余白（設定確認）ｷ）

表題欄（記載事項等内容確認） 

ｸ）尺度（共通仕様書に示す縮尺）ｹ）色 ｺ）線 ｻ）文字 

また、監督員は、SXF(sfc)形式で納品された図面を、「電子

納品活用システム」を用いて目視により確認すること。 
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14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 経度・緯度のチェック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受注者は、電子成果品の作成後、業務管理ファイルに記

入されている経度・緯度情報について確認を行うこと。経

度・緯度情報のチェックに当たっては、インターネットに

よる地図閲覧サービスなどを利用する方法がある。 

ｱ）測量成果電子納品「業務管理項目」境界座標入力支援サー

ビス 

http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/rect/index.html 

ｲ）地図閲覧サービス 

http://watchizu.gsi.go.jp/ 

注釈 

※1 【電子納品チェックシステム】 

電子成果品が国土交通省電子納品要領(案)どおりに作成されて

いることを確認するために、国土交通省が作成したソフトウェ

ア。Webページ（http://www.cals-ed.go.jp/）から無償でダウ

ンロードが可能。愛知県の各種電子納品要領(案)は、国土交通

省の要領(案)に準拠して作成することとするため、受発注者間

でデータを渡すとき、このチェックシステムを利用して、電子

成果品が電子納品要領(案)どおりに作成されていること（エラー

が表示されないこと）を確認することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

受注者は、電子成果品の作成後、業務管理ファイルに記

入されている経度・緯度情報について確認を行うこと。経

度・緯度情報のチェックに当たっては、インターネットに

よる地図閲覧サービスなどを利用する方法がある。 

ｱ）測量成果電子納品「業務管理項目」境界座標入力支援サー

ビス 

http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/rect/ 

ｲ）地図閲覧サービス 

http://watchizu.gsi.go.jp/ 

注釈 

※1 【電子納品チェックシステム】 

電子成果品が電子納品要領(案)どおりに作成されていることを

確認するために、国土交通省が作成したソフトウェア。Webペー

ジ（http://www.cals-ed.go.jp/）又は農林水産省が作成した

ソフトウェア。Webページ

（http://www.maff.go.jp/j/nousin/seko/nouhin_youryou/de

nsi.html）から無償でダウンロードが可能。愛知県の各種電子

納品要領(案)は、国土交通省及び農林水産省の要領(案)に準拠

して作成することとするため、受発注者間でデータを渡すとき、

このチェックシステムを利用して、電子成果品が電子納品要領

(案)どおりに作成されていること（エラーが表示されないこと）

を確認することができる。 

 

 

 

 



  「愛知県 電子納品運用ガイドライン（案）」 新旧対照表 13/24 

ページ 記述内容 旧（平成 24 年 3 月版） 新（平成 28 年 3 月版） 
 

15 ※3 【SXFブラウザ】 ※3 【SXFブラウザ】 

SXF 対応 CAD ソフトによって作成された SXF 形式（P21、SFC）の図

面データを表示・印刷するためのソフトウェアで、データの編集は

できない。国土交通省国土技術政策総合研究所の以下の Web

ページからダウンロードすることができる。 

（http://www.cals-ed.go.jp/） 

 

削除 
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15 3-6 協議・指示事項 

3-6-1 図面ファイルの取扱

い 

表-1 完成図面※1の作成

形式 

 

旧（平成24年3月版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新（平成28年3月版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注図面の形式 完成図面
※1
の形式 備　　　考

SXF(sfc)形式
（CAD製図基準（案）に準拠）

SXF(sfc)形式
（CAD製図基準（案）に準拠）

SXF(sfc)形式
（CAD製図基準（案）に非準拠）

SXF(sfc)形式
（CAD製図基準（案）に非準拠）

DXF形式 DXF形式
※2

DWG形式 DWG形式※2

その他の形式
発注図面と同様の形式又は

作成可能な形式※2

紙図面 紙図面※3

※1　業務の場合は成果品の図面を指す。
※2　SXF(sfc)形式で作成することを妨げるものではない。
※3　SXF(sfc)形式又は作成可能な形式で作成することを妨げるものではない。

CAD図面

以下の場合はCAD図面を参考データと
して取り扱い、発注者は紙図面を受注者
へ渡し、紙で完成図面を作成する。
・受注者のCADソフトで開けない
・受注者のCADソフトで線がずれている
　　等の不具合が認められる場合

発注図面の形式 完成図面
※1

の形式 備　　　考

SXF(sfc)形式
（CAD製図基準（案）に準拠）

SXF(sfc)形式
（CAD製図基準（案）に準拠）

SXF(sfc)形式
（CAD製図基準（案）に非準拠）

SXF(sfc)形式
（CAD製図基準（案）に非準拠）

DXF形式 DXF形式
※2

DWG形式 DWG形式
※2

その他の形式
発注図面と同様の形式又は

作成可能な形式
※2

※1　業務の場合は成果品の図面を指し、工事の場合は出来形図及び完成図書等の図面を指す。
※2　SXF(sfc)形式で作成することを妨げるものではない。
※3　SXF(sfc)形式又は作成可能な形式で作成することを妨げるものではない。

CAD図面
諸事情によりＣＡＤ図面として提出が困
難な場合は、監督員と協議により変更で
きるものとする。
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16 3-6 協議・指示事項 

3-6-1 図面ファイルの取り

扱い 

・ラスタデータについての留意事項 

1) 紙図面の電子納品については、電子化に伴う誤差が発

生し、元の紙図面における精度が担保されなくなるおそれ

があるので、ラスタデータとしては納品しない。 

2) 発注図面がラスタデータである場合、背景として取り

込んだものは、SXF仕様でのラスタデータの取扱いを示した

「ラスタデータ交換仕様」に従って電子納品することは可

能であるが、CADソフトによっては、SXF形式ではラスタデー

タが扱えないものもあるので注意する。「ラスタデータ交換

仕様」は、インターネット上で公開されている。

（http://www.cals.jacic.or.jp/cad/developer/Doc/rast

erR12.pdf） 

・ラスタデータ仕様については、以下に限定します。 

1)  データ形式：TIFF G4 stripped 形式 

2) 色数：モノクロ（白黒の2 値） 

3)  ドット上限：A0 400dpi（主方向13,000 ドット） 

4)  拡張子：.tif 

5)  1 ファイルには1 つのラスタデータのみ存在するもの 

とします。 

6)  ビット配列は主方向から副方向へ時計周りに90°とし 

ます。 

18 3-7 検査（中間検査・完

了検査）について 

 

 

・円滑・合理的な検査を行うことを目的とし、当面は表-2

の検査方法で実施する。 

・ただし、写真以外の書類等の納品された電子データによ

る検査を妨げない。 

・検査員が閲覧を希望する書類の検索･表示を行うための

機器操作は、原則として受注者が行う。受注者は、電子

媒体の内容や閲覧用ソフトの機能を熟知する者を、操作

補助員としてつけても良い。 

・円滑・合理的な検査を行うことを目的とし、当面は表-2

の検査方法で実施する。 

・ただし、写真及び図面以外の書類等の納品された電子デー

タによる検査を妨げない。 

・検査員が閲覧を希望する書類の検索･表示を行うための

機器操作は、原則として受注者が行う。受注者は、電子

媒体の内容や閲覧用ソフトの機能を熟知する者を、操作

補助員としてつけても良い。 
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18 表-2 当面の検査方法 

18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-8 電子納品の保管につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注者は、納品された電子成果品を必ず電子納品チェッ

クシステムによりチェックの上、「愛知県電子納品保管管理

システム」に電子情報として登録を行う。 

発注者は、上記電子成果品の記録媒体（CD-R等）（以下「電

子媒体」という）について、所属（各課、各グループ等）

ごとに設置する長期保存に耐えうる保管庫に保管するもの

とする。 

電子媒体に登録されている情報は、「電子納品保管管理シ

ステム」が利用できない時、利用するものとし、利用後は

電子媒体を必ず保管庫に戻すものとする。 

発注者は、納品された電子成果品を必ず電子納品チェッ

クシステムによりエラー等がないことを確認する。 

上記電子納品の記録媒体（CD-R等）（以下「電子媒体」と

いう）については、「電子納品保管管理システム」に登録を

行う。「電子納品保管管理システム」を導入していない場合

は、電子媒体を長期保存に耐えうる保管庫等に保管するも

のとし、利用後は必ず保管庫等に戻すものとする。 
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19 3-9 特記仕様書の記述に

ついて 

(1)業務発注における特記

仕様書の記載例 

 

（電子納品） 

第○○条 本業務は電子納品の対象業務とする。 

２ 本業務の成果品のうち、電子納品の対象とする成果品

やその作成については、｢愛知県電子納品運用ガイドライ

ン(案)（平成 24 年 3 月）｣及びその中に示す各種要領・

基準に基づくこととする。 

（電子納品） 

第○○条 本業務は電子納品の対象業務とする。 

２ 本業務の成果品のうち、電子納品の対象とする成果品

やその作成については、｢愛知県電子納品運用ガイドライン

(案)（平成 28 年 3 月）｣及びその中に示す各種要領・基準

に基づくこととする。 

20 (2)工事発注における特記

仕様書の記載例 

（電子納品） 

第○○条 本工事は電子納品の対象工事とする。 

２ 本工事の成果品のうち、工事写真について、電子媒体

で納品するものとし、作成については、｢愛知県電子納品

運用ガイドライン(案)（平成24年 3月）｣及び｢愛知県デ

ジタル写真管理情報基準(案)（平成 24 年 3 月）｣に基づ

くこととする 

（電子納品） 

第○○条 本工事は電子納品の対象工事とする。 

２ 本工事の成果品のうち、工事写真について、電子媒体

で納品するものとし、作成については、｢愛知県電子納品

運用ガイドライン(案)（平成28年 3月）｣及び｢愛知県デ

ジタル写真管理情報基準(案)（平成 24 年 3 月）｣に基づ

くこととする。 

21 3-11 業務及び工事実施

中の情報交換に関する方法 

・電子メールで文書をやり

取りする際の留意事項 

5) 添付ファイルの容量が 2.8MB を超えるものは、CD-R 等

の電子媒体を使用して情報交換を行う。 
5) 添付ファイルの容量が 5.0MB を超えるものは、CD-R 等

の電子媒体を使用して情報交換を行う。 

22 2) データバックアップ体

制 

電子納品データはMO（光磁気ディスク）やCD-R（追記書き

可能CD）、CD-RW（書換え可能CD）、DVD-RAM（書換え可能

なDVD）、あるいは外付けハードディスクなどの大容量媒体

に、重要なデータの定期的なバックアップ及び保管をしな

ければならない。 

電子納品データはCD-R（追記書き可能CD）、CD-RW（書換え

可能CD）、DVD-R（追記書き可能DVD）、DVD-RW（書換え可

能なDVD）、あるいは外付けハードディスクなどの大容量媒

体に、重要なデータの定期的なバックアップ及び保管をし

なければならない。 

3-14 その他 平成２１年１０月の愛知県電子納品ガイドライン（案）は

廃止する。 
平成２４年３月の愛知県電子納品ガイドライン（案）は廃

止する。 
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24 参考資料１ 

チェックリスト 

愛知 電子納品チェック

リスト【業務】 

着手時 
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25 愛知 電子納品チェック

リスト【業務】 

完了時 
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26 愛知 電子納品チェック

リスト【工事】 

着手時 
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27 愛知 電子納品チェック

リスト【工事】 

完了時 
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36 参考資料３ 境界座標の

入力について 

｢境界座標」の測地系は、世界測地系（日本測地系2000）

に準拠します。境界座標を入手する方法としては、国土地

理院Web サイトのサービスを利用する方法があります。 

「測量成果電子納品「業務管理項目」境界座標入力支援

サービス」ホームページ※１
 

http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/rect/index.html を利

用して境界座標を取得する方法は次のとおりです。 

｢境界座標」の測地系は、世界測地系（日本測地系2000）

に準拠します。境界座標を入手する方法としては、国土地

理院Web サイトのサービスを利用する方法があります。 

「測量成果電子納品「業務管理項目」境界座標入力支援

サービス」ホームページ※１
 

http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/rect/ を利用して境界座

標を取得する方法は次のとおりです。 

37 参考資料４ 電子納品に

必要な機器等 

  

 
参考資料４付表 必要な機器及びソフトウェア 参考資料３付表 必要な機器及びソフトウェア 
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38 参考資料５ 検査時の機

器構成 

(1) 書類検査 

標準的な機器構成の例は以下のとおりである。 

○写真閲覧用パソコン1台 

カラー液晶ディスプレイを持つノートパソコン 

ディスプレイは、14インチ以上、解像度1024×768以上

○外部モニター（カラー液晶、17インチ以上、解像度1024

×768以上）1台以上又はプロジェクター、スクリーン 

○文書・図面閲覧用パソコン1台（写真閲覧用パソコンと

して兼用してもよい。） 

モニターは、縦A4判をほぼ1画面で表示でき、文字を識別

できる17インチ以上、解像度1024×768以上（19インチ以

上が望ましい） 

○印刷用パソコン及びカラープリンタ（A3判まで出力可能

なもの）各1台 

書類検査の過程で、検査員が印刷物を必要と認めた場合

に対応するために準備する。 

書類検査 

標準的な機器構成の例は以下のとおりである。 

○写真閲覧用パソコン1台＊１ 

カラー液晶ディスプレイ（14インチ以上、解像度1024

×768以上）を持つノートパソコン 

○外部モニター（カラー液晶、17インチ以上、解像度1024

×768以上）1台以上又はプロジェクター、スクリーン 

○文書・図面閲覧用パソコン1台（写真閲覧用パソコンと

して兼用してもよい。） 

モニターは、縦A4判をほぼ1画面で表示でき、文字を識

別できる17インチ以上、解像度1024×768以上（19インチ

以上が望ましい） 

写真閲覧用パソコンとして兼用する場合は、必要に応じ

てパソコン画面と外部モニターのマルチ画面（ディスプレ

イの拡張）で説明すること。 

○印刷用パソコン及びカラープリンタ（A3判まで出力可能

なもの）各1台書類検査の過程で、検査員が印刷物を必要

と認めた場合に対応するために準備する。 

＊１ 検査に使用するパソコンは、受注者が使い慣れたパ

ソコンとする。 

検査に使用するパソコンにCADソフトがインストールさ

れていない場合は、完成図書をPDFに変換した電子データ、

又は紙とすることができる。 
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39 参考資料４ 検査時の機

器構成 

(2) 実地検査 

－ 記述なし － 持参する書類 

実地検査において工事現場へ持参する書類は以下の通り

です。持参する書類媒体は、屋外（特に晴天時）における

紙の優れた視認性を考慮し、紙を原則とします。 

・施行計画書 

・出来形品質管理資料 

・その他の書類：検査員から指示が会った場合はその書類 


